
増
え
つ
づ
け
る
学
校
の
廃
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

２
０
１
３
年
３
月
、
真
言
密
教
の
霊
場
高
野
山

と
指
呼
の
間
に
あ
る
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
の

天
野
小
学
校
が
、
閉
校
式
も
行
な
わ
れ
な
い
ま
ま

１
３
９
年
の
校
史
に
幕
を
閉
じ
た
。「
学
校
を
残
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
住
民
の
強
い
要
望
を
押
し
切

り
、
行
政
が
廃
校
を
強
行
し
た
結
果
で
あ
る
。
小

学
校
の
児
童
数
は
、
試
算
で
は
今
後
増
え
る
見
通

し
に
あ
っ
た
。
地
域
に
は
「
川
上
を
川
下
に
移
す
」、

行
政
の
効
率
優
先
主
義
と
し
か
映
ら
な
い
。
蛍
が

飛
ぶ
清
流
と
田
園
風
景
を
保
全
し
、
農
業
を
守
る

地
域
づ
く
り
が
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ

の
無
念
さ
が
に
じ
む
。
い
ま
地
域
は
、
地
域
ご
と

の
戦
略
が
問
わ
れ
る
時
代
で
は
な
い
の
か
。
７
人

の
児
童
は
、
４
月
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
20
分
ほ

ど
離
れ
た
麓
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
。

　

過
疎
化
と
少
子
化
、
平
成
の
市
町
村
合
併
は
、
学

校
の
統
廃
合
を
加
速
さ
せ
た
。
和
歌
山
県
で
は
、

１
９
９
２
年
度
か
ら
２
０
１
１
年
度
ま
で
に
全
県

で
１
２
０
校
余
り
の
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
。
全

国
で
は
、
毎
年
４
０
０
か
ら
５
０
０
の
学
校
が
、
姿

を
消
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の
ま
と
め
に
よ
れ

ば
、
２
０
０
２
年
度
か
ら
２
０
１
０
年
度
ま
で
に

４
１
７
９
の
小
中
高
校
な
ど
が
廃
校
に
な
っ
た
。

確
立
さ
れ
て
い
た
地
域
づ
く
り
の
理
念　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
に
再
生　

　

廃
校
舎
活
用
の
具
体
的
な
事
例
を
、
わ
た
し
が

住
む
和
歌
山
県
に
み
て
み
た
い
。
廃
校
舎
を
は
じ

め
、
多
く
の
遊
休
施
設
の
活
用
を
め
ぐ
る
可
能
性

も
課
題
も
、
こ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

和
歌
山
県
第
２
の
都
市
・
田
辺
市
の
郊
外
に
あ

る
上
秋
津
地
区
。
ミ
カ
ン
や
梅
畑
に
囲
ま
れ
た
な

か
に
農
業
法
人
株
式
会
社
秋
津
野
が
経
営
す
る
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
設
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
が
あ

る
。
木
造
２
階
建
て
の
２
棟
の
建
物
、
研
修
室
や

体
験
室
、
宿
泊
施
設
を
備
え
、
地
元
の
女
性
た
ち

が
運
営
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
菓
子
の
体
験

工
房
な
ど
が
あ
る
。
中
庭
に
流
れ
る
セ
ン
チ
メ
ン

タ
ル
な
時
間
─
、
こ
こ
は
、
２
０
０
６
年
３
月
ま

で
小
学
校
だ
っ
た
。

　

古
く
か
ら
の
農
村
で
あ
る
上
秋
津
地
区
は
、
市

街
地
か
ら
の
人
口
の
流
入
で
児
童
数
が
増
加
し
、

田
辺
市
は
上
秋
津
小
学
校
の
旧
校
舎
を
取
り
壊

し
、
新
校
舎
を
建
て
る
計
画
を
打
ち
出
す
。
こ
れ

に
た
い
し
て
、
地
区
か
ら
校
舎
の
保
存
を
求
め
る

声
が
あ
が
る
。
旧
校
舎
は
戦
後
ま
も
な
く
建
て
ら

れ
た
木
造
建
築
で
、
木
造
校
舎
は
希
少
な
文
化
財

的
価
値
が
あ
り
、
学
校
が
地
域
の
景
観
を
つ
く
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

地
元
の
地
域
づ
く
り
組
織
・
秋
津
野
塾
は
、

２
０
０
５
年
９
月
住
民
代
表
と
和
歌
山
大
学
教
員

な
ど
か
ら
成
る
校
舎
活
用
検
討
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
１
年
余
り
か
け
て
学
校
跡
地
や
旧
校
舎
の
利

活
用
を
検
討
し
、
農
業
や
地
域
資
源
を
活
か
し
、

都
市
と
農
村
の
交
流
を
め
ざ
す
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

試
さ
れ
る
住
民
自
治
と
地
域
の
力

　

―
廃
校
舎
・
遊
休
施
設
の
利
活
用
で
始
ま
る
地
域
再
生
─

和
歌
山
大
学 

経
済
学
部 

教
授
　
鈴
木　

裕
範

旧上秋津小学校の木造校舎
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ズ
ム
の
拠
点
施
設
と
し
て
旧
校
舎
を
活
用
し
て
い

く
こ
と
を
行
政
に
提
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
旧
小

学
校
の
敷
地
３
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
買
い
取

り
費
用
１
億
円
と
、
校
舎
の
耐
震
補
強
や
宿
舎
・

レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
に
必
要
な
３
千
万
円
は
地
元
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
地
域
に
出
資
し
な
け

れ
ば
、
ふ
る
さ
と
は
よ
く
な
ら
な
い
」。
一
株
２
万

円
以
上
で
出
資
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
２
９
８
人
が

３
３
０
０
万
円
を
出
資
し
、
２
０
０
７
年
６
月
農

業
法
人
株
式
会
社
秋
津
野
を
設
立
す
る
。
株
主
の

約
４
割
は
、
地
域
外
の
人
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
可
能
に
し
た
の
は
、
住

民
み
ず
か
ら
が
地
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
、
10
年
後
の
地
域
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
を

つ
く
り
あ
げ
、
オ
ー
ル
上
秋
津
で
長
年
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

に
あ
る
。
つ
ま
り
住
民
自
治
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。

　

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
に
は
、
毎
年
県
内
外
か
ら
数

多
く
の
団
体
や
個
人
客
が
訪
れ
、
体
験
や
学
習
、
交

流
を
楽
し
む
。
宿
泊
客
だ
け
で
も
、
年
間
約
３
千

人
を
数
え
る
。
か
つ
て
の
農
村
景
観
が
残
り
、
食

の
現
場
と
生
活
文
化
を
大
切
に
し
た
暮
ら
し
が
、

人
を
惹
き
つ
け
る
。
農
村
文
化
と
経
済
を
結
合
し

た
挑
戦
は
女
性
の
雇
用
を
生
み
出
し
、
女
性
の
登

場
を
促
し
た
。
廃
園
に
な
っ
て
い
た
畑
が
復
活
し
、

一
年
中
収
穫
で
き
る
柑
橘
を
利
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド

開
発
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
残
っ
た
木
造
校
舎
が
、

地
域
を
耕
す
。

小
学
校
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
夢
見
る

高
校
生
の
芸
術
学
校
に

　

山
あ
い
に
広
が
る
田
園
地
帯
に
、
小
さ
な
お

城
の
よ
う
な
鉄
筋
２
階
建
て
の
建
物
が
ぽ
つ
ん

と
立
っ
て
い
る
。
紀
美
野
町
真
国
宮
に
あ
る
、
学

校
法
人
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
の
校
舎

で
あ
る
。
在
籍
生
徒
は
１
年
か
ら
３
年
ま
で
38
人

（
２
０
１
３
年
度
）、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
を
は
じ

め
俳
優
、
ダ
ン
サ
ー
、
演
出
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
を
め
ざ
す
若
者
た
ち
が
学
ぶ
。

　

学
校
は
２
０
０
７
年
４
月
、
過
疎
化
に
よ
る
児

童
数
の
減
少
で
廃
校
に
な
っ
た
真
国
小
学
校
の
校

舎
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
校
し
た
。
大
阪
で
ダ

ン
ス
ア
ー
ト
団
体
を
主
宰
し
て
い
た
山
上
範
子
校

長
が
、
理
想
の
芸
術
学
校
を
め
ざ
し
て
設
立
し
た
。

科
目
は
歌
、
舞
踊
、
演
劇
か
ら
舞
台
技
術
、
美
術
、

映
像
な
ど
多

彩
な
芸
術
科

目
が
あ
り
、

現

役

ア

ー

テ
ィ
ス
ト
ら

が
特
別
講
師

を
担
当
し
実

践
的
な
教
育

を
行
な
っ
て

い
る
の
が
特

色
だ
。

　
「
芸
術
を
特
色
と
す
る
私
立
学
校
」
の
開
設
話

に
、
地
元
に
は
当
初
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。「
お
か

し
な
宗
教
団
体
で
は
な
い
か
」。
し
か
し
、
山
上
校

長
ら
の
情
熱
と
真
摯
な
姿
勢
に
住
民
も
心
動
か
さ

れ
た
。「
小
学
校
は
な
く
な
る
が
、
学
校
の
あ
と
に

学
校
が
で
き
る
。
何
よ
り
こ
ど
も
た
ち
の
声
が
聞

け
る
」。
自
治
体
は
校
舎
を
無
償
で
貸
与
、
地
元
は

児
童
館
を
寄
宿
舎
に
提
供
し
た
。
約
７
割
を
女
子

が
占
め
る
全
校
生
徒
の
４
割
は
、
県
外
出
身
者
で

あ
る
。

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
は
、
年
間
数
十

回
に
わ
た
り
授
業
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に

国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
を
招
い
て
世
界
民
族

祭
を
開
催
し
て
い
る
。
廃
校
舎
は
、
芸
術
学
校
と

し
て
地
域
に
よ
み
が
え
り
、
過
疎
の
村
は
高
校
生

た
ち
が
芸
術
文
化
を
発
信
す
る
山
里
に
と
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。

地
域
の
事
情
に
即
し
て

広
が
る
廃
校
舎
の
利
用

　

那
智
勝
浦
町
色
川
は
、
林
野
率
99
％
の
山
村
集

落
で
あ
る
。
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
の
は

林
業
と
林
産
物
。
過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
人
口

４
０
０
人
余
り
の
約
４
割
を
占
め
る
の
は
、
田
舎

暮
ら
し
を
求
め
て
き
た
Ｉ
タ
ー
ン
者
ら
で
あ
る
。

都
市
住
民
の
移
住
の
窓
口
に
な
っ
て
い
る
の
が
籠

ふ
る
さ
と
塾
、
廃
校
に
な
っ
た
籠
小
学
校
を
活
用

し
た
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
憧
れ
だ
け
で
田
舎
暮
ら

し
は
で
き
な
い
、
定
住
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
。
そ
れ
が
、
人
口
増
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

田園に建つりら創造芸術学校

山村の学校でめざすはミュージカル

ミカンジュースづくりを体験する
小学生たち
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正
・
昭
和
初
期
の
「
土
蔵
・
洋
館
・
町
家
風
建
物
」

を
調
査
し
、
１
３
０
軒
を
超
え
る
修
景
を
行
な
い
、

空
き
家
は
次
々
に
新
た
な
借
主
が
開
業
し
た
。
女

性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
郷
土
玩
具
や
会
津
木
綿
の
小

物
を
売
る
店
、
和
菓
子
や
蕎
麦
屋
な
ど
が
軒
を
並

べ
る
通
り
を
、
女
性
観
光
客
ら
が
行
き
交
う
。
会

津
若
松
・
七
日
町
通
り
ま
ち
な
み
協
議
会
の
市
民

ら
が
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
。「
町
並
み
が
景
観
的
に

整
っ
て
い
れ
ば
人
が
来
る
」。
眠
る
空
き
家
は
、
貴

重
な
地
域
資
源
だ
っ
た
。

価
値
に
気
づ
き
、

あ
ら
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
へ

　

廃
校
舎
や
遊
休
施
設
の
利
活
用
は
、
従
来
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
型
の
発
想
か
ら
の
転
換

で
あ
る
。
歴
史
的
建
造
物
に
は
、
時
間
を
刻
ん
だ

建
物
だ
け
が
も
つ
、
価
値
が
あ
る
。
行
政
と
住
民

が
そ
れ
ら
に
気
づ
き
、
遊
休
施
設
が
よ
み
が
え
る

と
き
、
そ
れ
ら
は
単
に
景
観
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
文
化
や
経
済
を
創
造
す
る
豊
か
な
空
間

と
な
る
。

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域

再
生
型
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
地
域
資
源
を
ど

の
よ
う
に
再
発
見
す
る
か
、
そ
の
方
法
は
そ
れ
ほ

ど
難
し
い
話
で
は
な
い
。「
あ
る
も
の
探
し
」
で
あ

る
。
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の

施
設
を
地
域
の
将
来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
か
と
い
う
理
念
と
戦
略
に
他
な
ら
な
い
。

問
わ
れ
る
の
は
住
民
自
治
の
確
立
と
地
域
の
力
で

あ
る
。「
自
覚
」
す
る
市
民
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々

の
連
携
・
交
流
に
よ
る
あ
ら
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
試
さ
れ
て
い
る
。

４
０
０
の
古
民
家
や
商
家
の
蔵
が
建
つ
。
蔵
は
商

家
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
り
、
農
村
部
で
は
コ
メ
な

ど
の
保
管
に
便
利
な
土
蔵
が
使
わ
れ
た
。

　

喜
多
方
の
蔵
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
昭
和
４
０
年

代
に
地
元
の
写
真
家
が
着
目
し
て
保
存
を
訴
え

た
の
に
始
ま
る
。
都
市
開
発
や
建
て
替
え
で
蔵
は

取
り
壊
し
の
危
機
に
直
面
し
た
。
喜
多
方
市
は

２
０
０
７
年
、
自
治
体
と
民
間
の
代
表
か
ら
成
る

喜
多
方
蔵
の
町
協
議
会
を
設
立
、
約
２
０
０
の
蔵

は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
ワ
イ
ン
蔵
、
美
術
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
と
し
て
命
を
吹
き
込
ま
れ
た
。

住
民
み
ず
か
ら
が
、
蔵
の
景
観
基
準
や
地
域
資
源

と
し
て
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
地
域
協
定
で
取
り

決
め
る
動
き
を
生
み
だ
す
。

　
「
会
津
浪
漫
」
を
掲
げ
る
会
津
若
松
市
の
七
日
町

通
り
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
の
手
で
明
治
、
大

　

柚
子
を
特
産
品
か
ら
一
億
円
産
業
に
ま
で
発
展

さ
せ
た
古
座
川
町
平
井
地
区
。
廃
校
に
な
っ
た
小

学
校
の
施
設
は
、
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
多
く
の
柚

子
製
品
を
開
発
す
る
「
柚
子
の
里
」
の
女
性
た
ち
が

地
域
に
生
き
る
場
所
と
な
っ
た
。

　

廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
施
設
を
、
地
域
づ
く
り

の
場
所
と
し
て
利
活
用
す
る
動
き
は
、
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。
活
用
方
法
は
、
オ
フ
ィ
ス
・
工
場

か
ら
児
童
・
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
施
設
、
ア
ー
ト

創
造
拠
点
な
ど
の
文
化
施
設
（
東
京
都
・
ア
ー
ツ

千
代
田
３
３
３
１
な
ど
）、
体
験
学
習
施
設
・
宿
泊

施
設
（
高
知
県
・
四
万
十
楽
舎
な
ど
）、
大
学
・
専

門
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
、
特
産
品
販
売
・
加
工

施
設
な
ど
、
多
様
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
は
２
０
０
８
年
６
月
か
ら
学
校
施

設
の
財
産
処
分
の
手
続
き
を
大
幅
に
簡
素
化
、
弾

力
化
し
、
廃
校
の
活
用
を
奨
励
し
て
い
る
。
し
か

し
、
利
用
さ
れ
な
い
ま
ま
の
施
設
も
多
い
。
地
域

に
活
用
計
画
が
な
い
こ
と
も
要
因
だ
が
、
活
用
し

た
く
て
も
施
設
を
整
備
す
る
財
源
の
確
保
や
維
持

管
理
、
運
営
資
金
づ
く
り
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

立
ち
ふ
さ
が
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
全
国
で

は
３
割
、
和
歌
山
県
で
は
、
４
割
近
い
32
校
の
建

物
が
未
利
用
で
あ
る
。

蔵
が
つ
く
る
町
の
顔
。
空
き
家
は
地
域
資
源

　

廃
校
舎
や
、
市
町
村
合
併
で
不
要
に
な
っ
た
役

場
庁
舎
に
空
き
家
。
眠
っ
て
い
る
施
設
や
建
築

物
を
、
地
域
活
性
化
に
活
か
す
す
ぐ
れ
た
取
り

組
み
が
生
ま
れ
て
い
る
。
福
島
県
喜
多
方
市
は
、

４
２
０
０
を
超
え
る
蔵
が
残
る
日
本
一
の
「
蔵
の

町
」
で
知
ら
れ
る
。
市
街
地
に
は
、
３
０
０
か
ら

喜多方市　蔵の町
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